
【運動会前日9月25日】

前日より降り続いた雨が昼前にやっと上がり、

昼過ぎには暑いくらいの天気になりました。

午後は5・6年生と教職員で運動会準備です。私

はグラウンドの補修を担当。応援席のテントの下

は日陰になっており、水気たっぷりのドロドロ状

態。そこへ一輪車で真砂土を運び、ばら撒いてい

きます。ところどころにテントの屋根から落ちた

水が穴をあけていましたので、そこにも真砂土を

入れていきました。

私が一輪車でえっちらおっちら土を運んでいま

すと、5・6年生が「校長先生、私が持っていきま

す」「僕がします。」と率先して代わってくれま

した。素晴らしい対応です。見渡しますと、他の

場所でも5・6年生が真面目に運動会準備をしてい

る姿が目に入ってきました。鴛野小学校の5・6年

生が本当に真面目で素直な子どもたちだというこ

とがよくわかりました。

子どもが帰った後も準備は続き、全ての準備が

終わったのは5時過ぎ。普段の運動場とは違う光

景に、いよいよ明日は運動会という気分が高まっ

てきました。

【運動会当日・運動会後】

幸い今年は天気の心配をせずにすみました。当

日は4時に起床、4時50分学校着。真っ暗です。

教頭先生、体育主任の島田先生、PTA会長さんと

運動会実施の確認をして花火屋さんの到着を待ち

ます。空は曇り空、けれど、花火を上げるころに

は東の空がうっすらと明るくなり、朝日に照らさ

れて雲が赤く染まって、とてもきれいでした。

8時45分、運動

会が始まりまし

た。開会式直後

こそ曇り空だっ

たものの、次第

に明るくなり、

良い天気になり

ました。運動会

には絶好の天候

だったといえま

す。
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10月2日(金)よりスクールサポートスタッフということで

鴛野小学校に新しい先生がいらっしゃいました。

中村広子（なかむらひろこ）先生です。

どうぞ、よろしくお願いします。

運動会 片付けへのご協力
ありがとうございました！

運動会片付けへのご協力ありがとうございまし

た。テントの片づけだけでなく、入退場門、ト

ラック周辺のロープ、杭の片付けなど教職員だけ

では何時間もかかるであろう作業を短時間で終わ

らせることができました。助かりました。本当に

ありがとうございました。

＊本格的な秋到
来です。右は
木曜日の交通
指導時に子ど
もたちからも
らったコスモ
スです。右か
ら２番目はキ
バナコスモス
でしょうか？

11時40分過ぎには、すべてが終了。片付けも

保護者の皆様のご協力によりスムーズに進みまし

た。子どもたちや観覧の皆様が帰った後、教職員

で最後の片づけ、こちらも予定通り終わりました。

片付けが終わり、元通りになった運動場を見て

いると、“祭りの後”（楽しい時間が終わって、興

奮からさめたさみしい感じ）といった感じがしま

した。子どもたちはどうだったでしょうか。

秋の運動会は、学校にとってひとつの区切りに

なります。運動会を境に、一気に

読書の秋、芸術の秋、学問の秋

に様変わりします。鴛野小学校

も2020年度の後半に向けて

新たなスタートを切る予定です。

どうぞ、ご支援・ご協力をお願い

いたします。

＊現在の状況が少しでもよくなり、来年度の運動会は多くの

方に来てもらえるといいなと思っています。



子どもの脳を変形させるマルトリートメント（不適切な養育）①

福井大学の友田明美教授は、マルトリートメン
トによって子どもの脳が変形するという衝撃の研
究結果を発表しました。
マルトリートメントとは、日本語では「不適切

な養育」と訳されます。
友田教授は「【虐待】という言葉では偏ったイ

メージが先行するため『自分や家族の問題には当
てはまらない』と、思われてしまいがち」と考
え、「虐待」ではなく「マルトリートメント」と
いう言葉を使うようにしたといいます。
例えば、次のようなこともマルトリートメント

に当たるということです。

・仕事や家事に追われて子どもが話しかけてきて
も聞いてやらない。

・子どもの前で激しい夫婦ゲンカをする。
・子どもを家に残して数時間外出する。
・ついイライラして子どもに八つ当たりし、
きつい言葉を浴びせてしまう。
子育てをした方なら誰もが身に覚えがあるであ

ろう、このような行為によって子どもの脳は物理
的に変形し、一生苦しむことになるのです。
それでは具体的にどの様な行為が、子どもの脳

の、どの部位を変形させ、その後の人生にどのよ
うな悪影響を及ぼすのか見ていきましょう。

「身体的マルトリートメント」
前頭前野が萎縮

叩く、殴る、蹴る、物で叩
く、火傷を負わせる、溺れさせ
る、髪をつかむなどの行為。
判断力、思考力、理解力、記

憶力などを生み出し、感情をコ
ントロールする理性を司ってい
る前頭前野が萎縮してしまう。
本能的な欲求や衝動が抑えられ
なくなる。

「心理的マルトリートメント」
聴覚野の一部が肥大

「おまえはバカだ」「本当にグ
ズでダメな子だ」「何をやらせて
もダメ」「あんたなんか生むん
じゃなかった」などの蔑み、差別
や罵倒、脅し、存在否定の言葉を
投げかけ続けるのが、心理的マル
トリートメント。
子どもに、「自分はだめな人間

だ」との自己否定の気持ちを植え
付けてしまう。
さらに、側頭部にある「聴覚

野」の神経が伸び放題となり一部
が肥大。聞こえや会話、コミュニ
ケーションがうまくできなくなっ
てしまう。

「面前DV」
視覚野が萎縮

両親間のDVや夫婦ゲンカを目撃したり
耳にしたりすること。
大脳後方の視覚野が萎縮。他人の表情を

読めず、対人関係がうまくいかなくなる。
見たくないものを細部まで見ないですむ

ように視覚野が萎縮したものと考えられ
る。

「ネグレクト」
線条体の働きが弱まり、脳梁が萎縮

食事をさせない、入浴をさせない、服を着替え
させないなど必要な養育を子どもにしないで放置
すること。
ネグレクトは愛着障害につながり、喜びや快楽

を生み出す「線条体」の働きを弱め、左右の脳を
つなぐ「脳梁」を萎縮させる。このことによって
認知能力が低下する。

「性的マルトリートメント」
視覚野が萎縮

後頭部の「視覚野」が萎縮する。面前ＤＶと同
じく見たくないものを細部まで見ないですむよう
に萎縮したものと考えられる。視覚による記憶力
が低くなってしまう。
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家庭教育インフォメーション⑦

ぜんとうぜんや いしゅく ちょうかくや

しかくや いしゅく

しかくや いしゅく

せんじょうたい のうりょう いしゅく
【本号の参考文献】
・「子どもの脳を傷つける親たち」
・「親の脳を癒せば子どもの脳は変わる」
上の2冊は共に著者は友田明美、ＮＨＫ出版。

・「その育児が子どもの脳を変形させる」
著者：友田明美 ＰＨＰ研究所

＊詳しく知りたい方は上の書籍を読んでみてください。

＊何気ないことが子どもの脳の正常な発育を妨げている！

＊次号に続きます。


